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研究成果の概要（和文）：局所 Langlands 対応の幾何学的実現について研究した．
具体的には，Lubin-Tate 空間の極限空間である Lubin-Tate パーフェクトイド空間
の中にアフィノイドの族を構成し，その還元のコホモロジーが epipelagic な表現に対する局所 Langlands 対応及び
，局所 Jacquet-Langlands 対応を実現していることを，馴分岐の場合に証明した．

研究成果の概要（英文）：We studied a geometric realization of the local Langlands correspondence. 
More specifically, we constructed a family of affinoids in the Lubin-Tate perfectoid space, which is a lim
it space of Lubin-Tate spaces, and proved that the cohomology of the reductions realizes the local Langlan
ds correspondence and the local Jacquet-Langlands correspondence for the epipelagic representations in the
 tame case. 
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１．研究開始当初の背景 
GL(n) に対する局所 Langlands 対応は、保
型表現の技術を用いて証明されていたが、そ
の幾何とのつながりは十分に理解されてい
なかった。 
 
２．研究の目的 
局所的な手法によって、Galois 表現、特に局
所 Langlands 対応の実現を調べることを目
的とした． 
 
３．研究の方法 
Coleman による安定被覆の理論に基づいた
手 法 で 、 Lubin-Tate 空 間 を 調 べ た 。
Scholze-Weinstein  による Lubin-Tate パ
ーフェクトイド空間の手法も取り入れた。 
 
４．研究成果 
代数曲線の場合に知られていた半安定被覆
と半安定モデルの対応の理論を，リジッド曲
線の枠組みに一般化した． 
さらに，半安定モデルを用いてリジッド曲線
の l 進エタールコホモロジーの重さスペク
トル系列を構成しその関手性を示した． 
 
上 記 の結果を用いて，レベル  3 の 
Lubin-Tate 曲線の安定モデルを構成し，そ
のコホモロジーを決定することに成功した．
特筆すべき点は、剰余標数が 2 である場合
も扱っていることであり，この場合には，他
の剰余標数の場合と安定モデルの構造が大
きく異なっていることが分かった． 
 
剰余標数が 2 の場合は，Lubin-Tate 曲線の
コホモロジーの中に，指標の誘導で書けない
ような primitive な Galois 表現が現れる
ことが知られていたが，それがどのような幾
何学的仕組みで現れるかは理解されていな
かった．この研究により，primitive な 
Galois 表現は，Lubin-Tate 曲線の還元に現
れる j 普遍量 0 の超楕円曲線のコホモロ
ジーの寄与として現れることが分かった．ち
なみに，レベルが 3 というのは，Lubin-Tate 
曲線のコホモロジーの中に，primitive な 
Galois 表現が現れる最初のレベルである． 
 
さらに，得られた安定モデルの情報を用いて， 
Lubin-Tate 曲線のコホモロジーに局所 
Langlands 対応が現れることを証明した． 
  
剰余標数が 2 の場合， GL_2 に対する局所 
Langlands 対応は Weil 表現を用いて構成
されている．一方，Lubin-Tate 空間のコホ
モロジーに現れる対応は cuspidal type と
いう，より小さい群の表現からの誘導で書く
ためのデータを用いて記述されるので，コホ
モロジーに現れた対応が実際に局所 
Langlands 対応であることを示すのは非自
明な問題であるが，イプシロン因子を計算す
ることによって，このことを示すことができ

た．言い方を変えると，導手指数 3 の場合
に，局所 Langlands 対応の cuspidal type 
による記述を与えることができた． 
 
さらに Lubin-Tate 空間の極限空間である 
Lubin-Tate パーフェクトイド空間の中にア
フィノイドの族を構成し、その還元のコホモ
ロジーが epipelagic な表現に対する局所 
Langlands 対 応 及 び 、 局 所 
Jacquet-Langlands 対応を実現しているこ
とを、馴分岐の場合に証明した。 
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